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夕張市立診療所ニュース
2024年

5月
vol.167

諌山治彦所長

　桜の開花が近づき、夕張も春本番です。そして、新型コロナウイルス感染症が５類
へ移行し、まもなく１年となります。市民の皆さんには、５類移行後も診療所内でのマ
スク着用や発熱外来の対応などにご協力いただき、ありがとうございました。今後も
引き続きご協力賜りますよう、お願いいたします。

５月外来診療体制 ３日(金)～６日(月)は休診です。

月 火 水 木 金

午 前

総合診療科 諌　山 諌山・髙野 諌山・出張医 諌山 または 松島 松島・出張医

歯　　　科 八　田 八　田 八田・出張医 八　田 八　田

専 門 外 来 － 泌尿器科
（７･14･21･28日）

循環器内科
（１・15・29日） － 耳鼻咽喉科

（10・17・24・31日）

午 後

総合診療科 諌　山 ― 出張医 諌山 または 松島 出張医

歯　　　科 八　田 八　田 八田・出張医 八　田 八　田

専 門 外 来 もの忘れ外来
(13・20・27日)

整形外科
（７・14・21・28日）

整形外科
（22日）

整形外科・婦人科
(２・９・16・23・30日)

耳鼻咽喉科
（10・17・24・31日）

※医師は変更となる場合もございます。 ※土・日・祝は休診です。 ※14日（火）、21日（火）の歯科は休診です。 
※(泌)(整)以外は予約制です。 ※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

お問い合わせ 夕張市立診療所 TEL（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari

「病院の売店さん」オープン！！
　昨年11月に閉店した診療所売店が、「病院の売店
さん」としてリニューアルオープンしました！お弁当・
お惣菜・ペットフードなどをご用意しておりますので、
ぜひご利用ください。

営業時間：
月・水・金	10時～15時
火・木	 10時～17時
※祝日は休業です。

「もの忘れ外来」のご案内
　４月1日より開設となりました「もの忘れ外
来」は毎週月曜日午後の予約制となっておりま
す。市立診療所までお問い合わせください。

４月１日より、
送迎バス運行予定時刻表に
停留所「ケアハウス」が追加となりました。
最新の運行予定時刻表をご確認ください。

　３月のお誕生会は、年に２
度の握り寿司の日です。いつ
も皆さんに楽しみにしていた
だいています。
　入所者様を対象に行ったア
ンケートで、９割近くの方が

食事を楽しみにされているとお答えいただきました。
これからも栄養面に配慮しながら、美味しく安全な食
事を提供できるよう心掛けていきます。

介護医療院 お寿司の日
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令和令和６６年度年度　　巡回脳検診巡回脳検診をを実施実施しますします
●「巡回脳検診」とは？
　磁気を利用して検査を行う「ＭＲＩ検査装置」を搭載した大型特殊車両が道内を巡回して、脳検診を実施します。
　検診は1時間程度です。

　　　　健診の流れ：受付➡問診・血圧測定➡頭部ＭＲＩ・MRA撮影（約１０分）➡医師結果説明
　※検査時間(撮影時間)は10分ほどかかります（閉所が苦手な方は負担になる場合があります）

●「脳ドック」と、どうちがうの？
　専門医療機関で実施する「脳ドック」に通常含まれる検査項目には、今回実施する検査の他に「血液検査・尿検
査・心電図検査」が含まれています。

●「巡回脳検診」で、何がわかるの？
　ＭＲＩは磁気を利用して身体を断層画像化し、疾患の有無や血管の状況を把握することができます。
　そのため、頭部を対象としない「健康診断」や「人間ドック」では発見できない脳梗塞・脳腫瘍・脳動脈瘤・脳血
管の狭窄などを、重篤な症状が出る前に発見し、予防や治療につなげることができます。

注意注意 検診を受けられるかどうか、ご確認ください！
　ペースメーカーを装着している方、妊娠の可能性がある方は、この検診を受けることができません。
　手術で外科用クリップ・人工骨・ステントその他金属を埋め込まれている方は、ＭＲＩによる脳検診を安全に受けら
れるかどうか、手術した医療機関への確認が必要です。
※�検査当日に本人または同居者に発熱者(37.5℃以上)がいる場合は、検診を受けられません。また、当日はマスク
の着用をお願いしています。

◆◆ 申込者が定員を上回る場合は、抽選で受診者を決定します ◆◆
抽選となる場合は、令和5年度にこの検診を受診していない方を優先しますので、ご了承ください。

対象者：R6年4月1日時点で 35歳～79歳の夕張市民　　料金：３，０００円
より予防効果の高い方に検査を受けていただくため、対象者年齢を設定しています。
※すでに脳の疾患のために定期的に受診されている方はご遠慮ください。
　何か自覚症状などがあり心配な方は、脳検診を待たずに直接医療機関を受診してください。
※健康保険の種類は問いません。

日 程 検診時間 会 場 定 員
７月１日（月） 8：15～11：10��12：45～16：50 紅葉山武道館

（紅葉山）
３４人

７月２日（火） 8：15～10：35（午前のみ） １１人

７月３日（水） 8：15～11：10��12：45～16：50 文化スポーツセンター
（若菜）

３４人

７月４日（木） 8：15～10：35（午前のみ） １１人

７月５日（金） 8：15～11：10��12：45～16：50 夕張市拠点複合施設
りすた

３４人

７月６日（土） 8：15～10：35（午前のみ） １１人

問合せ・郵送先：〒068-0492 夕張市本町４丁目
　　　　　　　 夕張市役所 保健福祉課 保健係　☎52－3106（直通）

申込期間：5月１日（水）～5月２０日（月）〈必着〉 
検診日時：6月上旬に予診票の送付とともにお知らせします（※申込多数の場合 抽選 となります）。
申込方法： 本紙折込みの水色の「申込用紙」を、市役所・りすた・各ふれあいサロンに 持参 または市役所

に 郵送 してください。（特別な理由がある場合を除き、電話申込みは受け付けません）
＊各ふれあいサロンの行政窓口開設日は、月・水・金曜日　午前9時～正午までです。

申込用紙：本紙に折込みのほか、市役所・夕張市拠点複合施設りすた・各ふれあいサロンに置いています。
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第１次評価から明らかとなった主な健康課題
　　　　　　　～１次計画策定基準値と評価値（令和４年度）の比較

１．生活習慣病の発症・重症化予防
　　がん … 胃・肺・大腸・乳・子宮がん検診の受診率がすべて減少
　　　　　　　　５がん平均受診率　平成29年度 11.16% ➡ 令和３年度 9.92％
　　高血圧 … 収縮期血圧160㎜Hg以上の割合が上昇
　　　　　　　　平成２９年度 ➡ 令和４年度　男性4.0% ➡ 7.7%　女性2.3％ ➡ 6.9%
　　肥満 … メタボの該当者割合が増加
　　　　　　　　平成２３年度 14.7% ➡ 令和４年度 21.3%
　　高血糖 … 糖尿病有病者（健診受診者HbA1c6.5%以上）割合が約２倍に増加
　　　　　　　　平成２５年度 5.8% ➡ 令和４年度 11.2％
２．生活習慣の改善
　　飲酒 … 生活習慣病のリスクを高める量の飲酒をしている方の割合が増加（女性）
　　　　　　　　平成２４年度 29.3% ➡ 令和４年度 38.1%
　　不活発 … １日１時間以上の身体活動を実施する方の割合が減少
　　　　　　　　平成２４年度 55.0% ➡ 令和４年度 47.9%
３．社会生活を営むために必要な機能の維持向上
　　こころ … 自殺率（人口１０万人当たりの指数）が増加
　　　　　　　　平成２４年度単年 19.4 ➡ 平成２９～令和３年度平均 40.1

課題となった項目の悪化要因は一つではありませんが、新型コロナウイルス感染症拡大
の影響は大きいと考えられます。外出制限により定期受診、外出がしづらくなったことによ
る健康状態の悪化、不活発、自宅にこもることで肥満、飲酒量の増加なども考えられます。
感染症が落ち着き、今後の取り組みが期待されます。

問合せ先　 市保健係　☎52－3106

令和６年度の市の取り組み
１．がん予防
　　がん検診に新たな項目を追加します
　　 女性に多かった子宮がん対策
　　　　◦子宮頸がんと超音波エコー検査をセットで実施します
　　　　　　超音波エコーをは、婦人科領域の病変をより広範囲に確認ができます
　　　　◦希望者にはヒトパピローマウイルス検査を実施します（有料）
　　　　　　ヒトパピローマウイルスの感染が原因で子宮頸がんが発症すると言われています。
　　　　　　将来、子宮がんになるリスクを知ることができます。
　　 男性におすすめです
　　　　◦胃がんリスクの確認ができるピロリ菌抗体検査（血液検査）を実施します（有料）
　　　　◦前立腺がん発見のための血液検査が受けられるようになります（有料）

２．介護に至る期間をできるだけ遅くするフレイル予防
　　保健事業と介護予防の一体的実施を行います
　　◦医療にかかっておらず、かつ健診を受けていない高齢者の健康状態を確認をします
　　◦健診で血圧が高く、薬の処方が無い方の保健指導を行います
　　◦市介護予防講座で、フレイル予防（筋力低下予防など）の講話を実施します
　　◦ 理学療法士など医療専門職が集いの場に出向き、体力測定・筋肉量などの評価（見える化）を行い、個人の状

況に合わせた運動、生活指導を行います

女性の子宮がん死亡率は国の約１.６倍でした

男性の胃がんによる死亡は、
女性の約２倍でした

後期高齢者医療の入院医療費では
骨折の割合が最も高い状態でした
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令和６年２月策定 健康ゆうばり２１（第２次）について❶
健康ゆうばり21(第２次）とは？

　国の健康日本21（第３次）を踏まえ、夕張市民の健康寿命を延ばし、生涯にわたって健康で心豊かに住み続けられ
るよう、全市民を対象に健康づくりを推進するための計画です。
　計画期間は令和６(2024)年度から令和17(2035)年度の12年間になります。

夕張市民の健康寿命はどうなっているの？
　健康寿命とは病気や介護などで日常生活が制限されることなく生活できる期間をいいます。
　健康ゆうばり21（第２次）では健康寿命≒平均自立期間（要介護２未満の期間）として考えます。

平均自立期間＝平均余命－不健康期間（要介護２以上）

こんな実態がありました！！こんな実態がありました！！

男性
◆死亡割合は 男性が多い

５年間の死亡割合平均（平成30年から令和４年）

男性 2.80%　女性 2.32%

◆男性のがんによる死亡数は 女性の1.5倍
がん死亡数（平成22年から令和元年）

男性 355人　女性 227人
 参考） 心疾患 男性 145人　女性 160人
 脳血管疾患 男性   80人　女性 100人

女性
◆要介護２以上の人数は女性が 男性の2.3倍

令和５年３月の要介護２以上
男性 131人　　女性 307人
このうち、施設サービス利用者は
男性 51人　　女性 127人

市民の死因第１位であるがんは、男性の死
亡数が特に多く、健康寿命・平均余命の短さ
に影響しており、女性は長寿ゆえに要介護２
以上となる人数が多く不健康期間の長さに
影響していることが改めてわかりました。

夕張市の男性は…
健康寿命は76.7歳 国80.1歳より3.4年短い
平均余命は78.2歳　国81.7歳より3.5年短い
不健康期間は1.5年　国1.6年より0.1年短い

　▶平均余命と平均自立期間が短い

夕張市の女性は…
健康寿命は82.9歳 国84.4歳より1.5年短い
平均余命は87.0歳　国87.8歳より0.8年短い
不健康期間は4.1年　国3.4年より0.7年長い

　▶不健康期間が長い

女性男性

78.2歳

76.7歳

81.7歳

80.1歳

74

76

78

80

82

平均余命 平均自立期間
（健康寿命）

87.0歳

82.9歳

87.8歳

84.4歳

80

82

84

86

88

90

平均余命 平均自立期間
（健康寿命）

平均余命 平均自立期間
（健康寿命）

平均余命 平均自立期間
（健康寿命）

1.5年

1.6年

4.1年

3.4年

夕張市 国 夕張市 国
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 国保のお話 vol.５４  
国民健康保険料率の改定について国民健康保険料率の改定について

　令和６年度は、下記のとおり保険料率を改正しました。保険料額については、７月中旬にお知らせします。
★ 低所得の方には、保険料の軽減があります。７月中旬にお知らせする保険料額は、あらかじめ所得や加入者

数に応じて軽減し、保険料を計算しています。

所 得 割
（所得に応じてかかる保険料）

均 等 割
（人数に応じてかかる保険料）

平 等 割
（１世帯あたりにかかる保険料）

所得割（所得×保険料率） 令和５年度 令和６年度 前年比
医療分 6.40％ 6.82％ 0.42％　増↑

支援金（後期）分 2.26％ 2.30％ 0.04％　増↑
介護分（40～6４歳の方のみ） 1.74％ 1.85％ 0.11％　増↑
均等割（加入者数×保険料） 令和５年度 令和６年度 前年比

医療分 22,200円 26,000円 3,800円　増↑
支援金（後期）分  7,300円  8,300円 1,000円　増↑

介護分（40～64歳の方のみ）  7,500円  8,600円 1,100円　増↑
平等割（１世帯×保険料） 令和５年度 令和６年度 前年比

医療分 21,600円 27,000円 5,400円　増↑
支援金（後期）分  7,000円  8,600円 1,600円　増↑

介護分（40～64歳の方のみ）  5,500円  6,900円 1,400円　増↑
※未就学児（小学校入学前まで）は、均等割額が５割減額されます。

● 保険料の上限額
支援金（後期）分保険料の最高限度額（賦課限度額）を、法律の改正に伴い変更します。医療分と介護分に変更はありません。

令和５年度 令和６年度 前年比
医療分   65万円   65万円　 同額

支援金（後期）分   22万円　  24万円 ２万円　増↑
介護分（40～64歳の方のみ）   17万円　   17万円　 同額

合 計 104万円 106万円 ２万円　増↑

転出や社会保険に加入したときは資格喪失の届出を転出や社会保険に加入したときは資格喪失の届出を

　転出や社会保険加入などで国民健康保険の資格がなくなった後に国民健康保険証を使って診療を受けてし
まうと、医療費を返還していただくなど複雑な手続きが発生します。早急に資格喪失の届出と保険証の返却を
お願いします。
 【届出に必要なもの】  ◦国民健康保険　資格喪失 ・ 適用終了届
 ◦国民健康保険被保険者証
 ◦勤務先などから交付された保険証（社会保険に加入した場合のみ）

問合せ先　 市健康保険係　☎52－3105
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結婚新生活を始めるための費用を助成します！

　経済的な理由により結婚に踏み出せない方を対象に、婚姻に伴う新生活を開始す
るための「住宅取得費用」・「住宅貸借費用」・「引越費用」・「住宅のリフォーム費用」を
助成します。

申込期間
令和７年２月2８日（金）まで

※申込期間中でも、予算額に達した時点で受付を終了します。

対象世帯　　次の条件を全て満たす世帯
●令和６年３月１日から令和７年２月2８日までの間に婚姻届を提出し受理された世帯
●夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下であること
●�申請日時点で市町村長から発行されている直近の所得証明書で確認できる夫婦合算の所得が５00
万円未満の世帯（貸与型奨学金を返済している場合は所得の計算方法に特例がありますので問い合
わせください）

●�夫婦ともに補助対象期間内に取得または貸借した夕張市内の住宅に現に居住し、その居住先が住民
基本台帳として記録されていること

●生活保護による住宅扶助その他公的制度による家賃補助を受けていないこと
●夫婦のいずれもが市税や貸借住宅に係る家賃などを滞納していないこと
●夫婦のいずれもが夕張市暴力団排除条例に規定する暴力団員でないこと
●�夫婦のいずれもが過去に国の地域少子化対策重点推進交付金（内閣府子ども・子育て本部統括官通
知）による補助を受給（他の自治体での受給を含む）していないこと

補助対象経費
令和６年４月１日から令和７年３月31日までの転入・転居に係る以下の経費
●�新規の住宅取得費用
●�新規の住宅貸借費用（賃料・敷金・礼金・共益費・仲介手数料のみ）
●�引越費用（引越業者または運送業者へ支払った実費）
●�住宅のリフォーム費用（修繕・増築・改築・設備更新などの工事費用）

補助上限額
夫婦ともに29歳以下の世帯の場合は60万円、それ以外の世帯の場合は30万円（補助対象経費が上限
に満たない場合はその実費とし、1,000円未満の端数は切り捨て）

その他
詳しい情報は、配布書類をご覧いただくか、市ホームページをご覧ください。
◦市ホームページ＞くらし・手続き＞住まい・引越し＞支援事業・補助金＞結婚新生活支援事業について

書類配布・申請・問合せ先
市子ども・子育て支援係（夕張市拠点複合施設りすた）☎5７－７５８２
※受付時間：午前８時45分～午後５時30分（土日・祝日を除く）



8� 広報ゆうばり 2024年5月号

夕張市にお住まいの方限定

※LINEをご利用でない場合は、｢小児科オンライン｣または｢産婦人科オンライン｣を検索してウェブサイトから会員登録・利用を行ってください。手順は裏面をご覧ください。
※どちらかのサービスを登録すれば両サービスを利用できます。
※夕張市の方限定で無料で利用できます。夕張市外に住⺠票のある方は利用できませんのでご了承ください。

夕張市子育て世代包括支援センター
TEL  0123-52-3106

までお問い合わせください

子どもの肌荒れが
なかなか

良くならない
どうしたら良い？

下痢で保育園を
お休みしたけど
登園可能となる

目安を教えてほしい

妊娠してから
便秘と腰痛がつらい
改善策や使える薬を

知りたい

⺟乳が
足りているか心配

ミルクは
追加で必要？
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にじいろサークルは、夕張保育協会と市保健係が合同で行う支援事業です。
日中、ご家庭で子育てをしている保護者とお子さんを対象に実施しています。
様々な遊びプログラムや育児講話などを計画しています。参加者交流もできますので、
一緒に楽しい時間を過ごしてみませんか？ゆうばり丘の上こども園でお待ちしています！

令和６年度
にじいろサークル（育児教室）のお知らせ

対象：妊婦, 就学前の乳幼児と保護者 ※参加費は無料です
会場：ゆうばり丘の上こども園　子育て支援室（住所：清水沢３丁目122番地１）
受付：午前９時４５分～　　実施：午前１０時００分～１１時３０分
毎回の持ち物： 汚れた時の着替え・オムツ（必要者）・水分補給ができるもの 

マスク（保護者用）・バスタオル（乳児で計測を希望する方）
申込方法・締切：実施日の週の月曜日までに毎回お電話でお申し込みください

日　程 実施内容
令和６年 ５月 ８日(水) 保健師による育児講話・こども園探検

６月
５日(水) 外遊び（天候によって室内遊び）
19日(水) 外遊び（園児交流）（天候によって室内遊び）

７月
３日(水) 水遊び（天候によって室内遊び）
10日(水) 水遊び（天候によって室内遊び）

８月
７日(水) 水遊び（天候によって室内遊び）
21日(水) 子どものための救急蘇生法

９月 18日(水) 運動会ごっこ

10月
２日(水) 外遊び（天候によって室内遊び）
16日(水) インストラクターによる親子ヨガ

11月 ６日(水) 栄養士による食育講話

12月
４日(水) クリスマス飾り作り・フォークダンスの練習（園児交流）

23日(月) 園児と楽しむクリスマス会
令和７年

１月
15日(水) 保健師による育児講話・工作活動
29日(水) インストラクターによる親子ヨガ

２月
12日(水) 雪遊び（天候によって室内遊び）
19日(水) 雪遊び（園児交流）（天候によって室内遊び）

3月 ５日(水) ごっこ遊び
※内容は都合により変更になる場合があります

ゆうばり丘の上
こども園です 同年代の子とふれあいができて良かった

園庭が安全で遊具もいっぱいで安心して遊べた
 水遊びでは最初水を怖がっていたが、楽しそう
だったのでまた参加したい
 初めは不安だったが、すぐに慣れて楽しそうな様
子がみられて良かった

前年度の参加者アンケートより

【問合せ・申し込み先】
　ゆうばり丘の上こども園� ☎59-7831
　市保健係� ☎52-3106

一緒に楽しく
活動しましょう♪
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今年もやります！！

「めぐる！おさがり２０２４」
ご家庭で不要になった子ども用品（おさがり）を回収して、
次のご家庭におさがりをめぐらせるイベントを開催します。
エコにもなって一石二鳥！

と き

と こ ろ
入 場
主 催

7月上旬開催予定
※詳しい日程は広報６月号でお知らせします。
拠点複合施設りすた
無料
めぐる！おさがり実行委員会

問合せ先 090-4489-8454 髙野　　月、金曜日 午後１時～６時

活動をお手伝いしてくれる仲間を募集しています！
詳しくは、問合せ先までご連絡ください！

開催告知

ご家庭で不要になった子ども用品を回収します！

回収するもの
・マタニティ服
・新生児～中学生までの子ども服（洗濯済みのもの）
・子ども用の帽子、靴、カバン類（ランドセル可）
・冬用のつなぎやスキーウエア、スキー用具
・文房具、学用品（中学校・高校制服も可）、
・おもちゃ、絵本（汚れ・ページ破れ等がないもの）
・大型品：ベビーカー、チャイルドシート、バウンサーなど
・新生児用品：（哺乳瓶・マグ・おしゃぶり・歯がため等は除く）
※ただし未開封・未使用品は可

回収方法 開催期間中に 〈 りすた 〉 へ持ち込みをお願いします。
※自分で持ち込めない場合や、大型品の場合は連絡ください。
実行委員会で確認・回収します。

注意事項 次の方が気持ちよく使えるものの提供をお願いします。
汚れ・傷みのひどいもの、ほつれのあるもの、
人形・ぬいぐるみ等は回収できません。（記名があるものは回収できます。）
詳しくは広報６月号または後日配布するチラシをご確認ください。



11 広報ゆうばり 2024年5月号

ランドセルを配布します！ランドセルを配布します！

『幸福の黄色いハンカチ想い出ひろば』 市民無料開放のお知らせ

問合せ先 080-3230-0755（一般社団法人夕張市観光プロモーション）

●と き 5月３日（金）～5月5日(日)

午前9時30分～午後5時 （最終入場は午後4時30分）

●ところ 幸福の黄色いハンカチ想い出ひろば（夕張市日吉5-1）

『幸福の黄色いハンカチ想い出ひろば』は、不朽の名作『幸福の黄色いハンカチ』のラストシーンを再現した

施設で、時代を越えて多くの観光客に愛され続けています。夕張の「一山一家」の文化を支えた五軒長屋の炭鉱

住宅と、寄り添う無数の黄色いハンカチが織りなす温かい空間は、夕張市民必見の風景です。

今回は、下記のとおり市民無料開放を実施いたします。この機会にぜひ、お越しください。

●内 容 施設の無料開放（運転免許証や保険証などの身分証明書をお持ちください）

『幸福の黄色いハンカチ想い出ひろば』では、施設や夕張市の魅力を伝えるために、多様な形で施設運営に

関わっていただける方を広く募集しています。詳しくは、下記の問合せ先にご確認ください。

「有限会社松崎のカバン」様より寄贈していただいた「有限会社松崎のカバン」様より寄贈していただいた

ランドセルをランドセルを令和７年度小学校新入学の皆さんへ令和７年度小学校新入学の皆さんへ配布します！配布します！

問合せ先　 市子ども・子育て支援係　☎57－7582

対象の方…５月１日時点で夕張市に住所があり、
　　　　　　令和７年度に小学校へ入学するお子さんがいるご家庭
配布期間…令和６年５月１日（水）～令和６年５月31日（金）
配布場所…拠点複合施設りすた内子ども・子育て支援係窓口
配布方法…市子ども・子育て支援係へ電話にて事前に予約してください
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第
32
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
3
月
1
日

（
金
）夕
張
高
校
体
育
館
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
13
名
は
3
年
間
を
振
り
返
って
周

囲
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
って
、次
の

ス
テ
ー
ジ
に
進
む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、そ
の
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
級
友
や

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
と
過
ご
す
最
後
の

時
間
を
惜
し
み
つ
つ
、春
か
ら
の
新
生
活
へ
の

意
欲
に
満
ち
た
表
情
で
学
舎
を
後
に
し
ま
し

た
。

　

卒
業
生
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

3
月
15
日（
金
）、卒
業
し
た
3
年
生
7
名

に
よ
る
1
・
2
年
生
に
向
け
た
進
路
体
験
報

告
会
を
行
い
ま
し
た
。田
中
菱
雅
さ
ん
か
ら
は

『
自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と
が
受
験
準

備
に
つ
な
が
る
こ
と
』、山
城
さ
ん
か
ら
は『
早

い
う
ち
か
ら
ど
の
よ
う
な
職
業
が
あ
る
か
を

よ
く
調
べ
る
こ
と
』、田
中
璃
桜
さ
ん
か
ら
は

『
進
学
と
就
職
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

き
ち
ん
と
調
べ
、自
分
の
将
来
設
計
も
よ
く

考
え
て
選
択
す
る
こ
と
』、佐
藤
さ
ん
か
ら
は

『
未
来
の
こ
と
も
考
え
て
職
業
選
択
を
考
え

る
こ
と
』、大
塚
さ
ん
か
ら
は『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
実
際
に
見
て
比
較
す
る
こ
と
の
大

切
さ
』、泉
水
さ
ん
か
ら
は『
受
験
勉
強
に
つい

て
』、工
藤
さ
ん
か
ら
は『
大
学
へ
進
学
す
る
こ

と
の
意
義
』
な
ど
、実
際
に
合
格
・
内
定
に
向

け
て
努
力
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
話
せ
る
内
容

を
1
・
2
年
生
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、7
名
に
共
通
し
て
い
た
こ
と
は『
早
め
に

準
備
を
す
る
こ
と
』で
し
た
。出
願
書
類
や
面

接
の
準
備
だ
け
で
な
く
、家
庭
学
習
、職
業
・

上
級
学
校
調
べ
な
ど
、3
年
生
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
て
は
遅
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。高

校
の
3
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。進
路
選

択
の
時
に
後
悔
し
な
い
よ
う
、1
・
2
年
生
は

7
名
の
先
輩
方
が
話
し
て
く
れ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
実
践
し
て
いっ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
生
活
に
向
け
て
の
お
忙
し
い
中
、1
・
2
年

生
の
た
め
に
報
告
し
て
く
れ
た
卒
業
生
の
み

な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

3
月
22
日（
金
）、北
海
道
大
学
で
開
発

さ
れ
た
「
プ
ラ
チ
ナ
触
媒
」
を
使
っ
た
食
品
保

存
技
術
を
活
用
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
が
北
海
道
大
学
Ｆ
Ｍ
Ｉ

国
際
拠
点
に
て
開
催
さ
れ
、2
年
生
の
就
職
・

専
門
学
校
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
5
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、青
果
の
老
化
原
因
に
な
る
エ
チ

レ
ン
ガ
ス
を
分
解
す
る
「
プ
ラ
チ
ナ
触
媒
」
の

性
質
に
注
目
し
、食
べ
ご
ろ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の

見
極
め
が
難
し
い
夕
張
メ
ロ
ン
の
保
存
期
間

を
調
整
し
て
フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
を
目
指
し

ま
し
た
。Ｊ
Ａ
夕
張
市
様
よ
り
ご
提
供
い
た
だ

い
た
夕
張
メ
ロ
ン
を
使
って
「
青
果
鮮
度
保
持

運
搬
バッ
グ
」
の
開
発
を
行
い
、そ
の
研
究
成

果
を
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
、最
高
賞
で
あ
る

北
海
道
知
事
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

生
徒
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、表
彰
を
受
け
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　

表
彰
式
後
、生
徒
か
ら
は「
と
て
も
緊
張
し

た
が
、良
い
経
験
と
な
っ
た
」「
他
校
の
発
表
が

と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
、次
年

度
も
入
賞
で
き
る
よ
う
継
続
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」と
いっ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
への
参
加
は
、他
校
の
取

り
組
み
を
知
り
、自
ら
の
取
り
組
み
を
振
り

返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。今
回
の
経

験
を
次
年
度
以
降
の
研
究
な
ど
へ
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
32
回
卒
業
証
書
授
与
式

進
路
体
験
報
告
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
　
北
海
道
知
事
賞
受
賞
！

～
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
～

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59

－

７
８
０
８
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令和6年4月より、公設寮において市外から夕張高校に通いたい生徒の受入れを開始します

夕張高校から徒歩で

５分圏内にあります

広々とした空間により

寮生や地域の方と交流

することもできます

天井が高く日の入りもよく

快適に生活できます

床暖房付き

１室２名

全３部屋

全室エアコン付き

１室２名

全２部屋

全室エアコン付き

夕張高校から徒歩で

５分圏内にあります

＼ 内覧会を行いました ／

３月28日に地域・メディア向けに行わ

れた内覧会では、約50名の方々にお越

しいただきました。内覧会は男子寮で行

われ、寮の管理委託業者による運営や寮

内の説明を行いました。

寮を利用する夕張高校の生徒が充実した

３年間を過ごすために、地域の方々や市

内飲食店の方々にもご協力いただき、生

徒の安全を確保しながら寮の運営管理を

行いますので、市民の皆様も温かく見

守っていただけますと幸いです。

OPEN

最大受入人数 ６名

Wi-Fi付き

最大受入人数 ４名

Wi-Fi付き

公設寮を開設しました！

男子寮（外観）

リビングルーム リビングルーム

部屋部屋

＼ 生徒の受入れにあたって ／

 

夕夕張張高高校校チチャャレレンンジジ
・・モモアア・・ススピピリリッッツツ

号号 外外

女子寮（外観）
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

ゆうばりエクスカーションvol.1
「錦

きん

水
すい

の松を訪ねる」
　これまでりすた市民学習講座として、施設内での活動を中心としてきましたが、今年度は

「まちに出よう！」をコンセプトに、まちのあちこちで地域学習の機会を設けることにしました。

全５回のエクスカーション（案内人に耳を傾け体験しながら学ぶ会のことです）を実施しま

すので、ぜひご参加ください。

　「錦水（きんすい）の松」は、樹高20ｍで推定樹齢2,000年のイチイの巨木です。

と　　き 	 ５月25日（土）　午後１時～３時

集合場所 	 申し込まれた方に後日、個別にご案内します。

講　　師 	 青木　隆夫（夕張地域史研究資料調査室）

定　　員 	 10名

参 加 料 	 無料

申　　込 	 電話での申し込みが必要です。名前、年齢、電話番号をお伝えください。

	 市民を優先するため、市外の方の受付開始日は遅くなっています。

　　　　　　市民受付　　　５月１日（水）～21日（火）

　　　　　　市外の方受付　５月13日（月）～21日（火）

留意事項 	 ◦申し込みは平日のみ受け付けます。

	 ◦保険の加入を推奨します。

	 ◦参加当日に、免責に係る同意書に署名していただきます。

	 ◦動きやすい服装で参加してください。飲料をお持ちください。

	 ◦当日は必ず案内人の指示に従ってください。

	 ◦２回目以降は、６月22日、８月24日、９月21日、11月16日を予定しています。

問合せ先 	 市社会教育係　☎0123－57—7711
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ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ
　令和６年度の会員入会・継続手続きは５月以降も行っています。入会・継続される方は、下記
表の年会費を、ゆうばり文化スポーツセンター窓口でお支払いください。スポーツ安全保険へ
の加入は任意となりますが、スポーツ安全保険に加入しない方は、他の傷害保険に加入するこ
とをお勧めします。
　３月３０日以降スポーツ安全保険に加入される方は、下表右側の年会費をお支払いください
（100円の振込手数料を含んでいます）。

年 代 区 分 年会費
（スポーツ安全保険なし）

年会費
（スポーツ安全保険あり）

キッズ（中学生以下） 300円 1,200円（手数料込み）

アダルト（高校生～６４歳） 650円 2,600円（手数料込み）

シニア（６５歳以上） 300円 1,600円（手数料込み）

☆５月の活動日程
≪ボクシングクラブ≫
日　時 	５月１４・２１・２８日(火)	18：30～20：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター
	 サブアリーナ
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴、
	 バンテージ（ある方）

≪フィットネスクラブ体験コース≫
曜　日 	 月曜日～金曜日　初回のみ予約
	 （予約制　☎５６－６０６０）
場　所 	 ハッピーロードフィットネスクラブ
持ち物 	 運動靴、タオル、飲み物
料　金 	１回４００円（４回）

≪ピンポンバドミニバレークラブ≫
日　時 	５月１５・２２・２９日(水)	18：30～20：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター
	 メインアリーナ
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴、ラケット（ある方）

≪ランニングクラブ≫
日　時 	５月２・１６・２３・３０日(木)	18：15～19：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
	 トレーニングルーム等
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴

≪文スポ楽々運動教室≫
日　時 	５月２３日(木)	10：15～11：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター　
	 サブアリーナ
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴

≪剣道クラブ≫
日　時 	５月２・１６・２３・３０日（木）18：30～20：30
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター
	 サブアリーナ
持ち物 	 飲み物、手ぬぐい、（稽古着、竹刀、防具）

≪ノルディックウォーキングクラブ≫
日　時 	５月２・１６・２３・３０日(木)	18：00～19：00
場　所 	 ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
	 トレーニングルームなど
持ち物 	 ノルディックポール（貸出可）

≪りすた楽々運動教室≫
日　時 	５月４・１１・２５日(土)	10:30～11:30	
場　所 	 拠点複合施設りすた　
	 多目的ホール
持ち物 	 飲み物、タオル、運動靴

●申込・問合せ先　☎56－6046　ゆうばり文化スポーツセンター　竹部
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地域支援センタ－「ライフネットゆうばり」による生活相談会

代表的なご相談と支援の流れ

ひとり親
家族のこと

病気・健康
のこと

借金・滞納
のこと

住居喪失
などのこと

収入・生活費
のこと

就労・仕事探
しのこと

①電話受付 生活に困りごとや不安を抱えている方、外
に出られないでいる方、困っているご本人、
ご家族、地域の方から電話をお受けします。

②面 談 自宅やお近くの公共施設に訪問し、相談を
お受けします。

③解決の糸口を 支援員が相談を受けて、どのような支援が
ご本人と一緒に 必要か考え、今後の計画を作成します。
見つけます

【予約・問合せ先】
・地域支援センター

ライフネットゆうばり 59-7855
・市生活保護係 52-3177

・毎月第2木曜午後1時30分～4時00分
・拠点複合施設りすた
※毎月の詳しい日にちは暮らしのカレンダーを
ご覧ください。

※開催日以外でも相談をお受けしています。
お気軽にお電話ください。

相談会の日時・場所

具体的な支援の例

複数の課題があって
も、丁寧に聞き、整
理します。

ハローワークへの同
行、仕事探しをサ
ポートします。

失業中で家賃を払えない
方を対象とした給付金。
詳細は市生活保護係へ。

複数の課題を
サポート

就職活動を
サポート

住居確保給付金
申請をサポート

＼ 相談無料・予約不要 ／

『 石炭博物館だより』
　5月は、憲法記念日（3日）やこどもの日（5日）など、行事が豊富な月です。また5月1日は、メーデー（May Day）
という「労働者の祭典の日」とされ、炭鉱が盛んな頃には、夕張でも行進やイベントで盛り上がりました。さてそん
な５月には、さらに忘れてはならない日があります。それは、第二日曜日の「母の日」です。今回は、「お母さん」と
関連した収蔵品をご紹介いたします。
　写真は、夕張家政女学院で使われた、様 な々形の「定規と物差し」です。夕張家政女学院は、女性に一般教
養や裁縫などを教えるために炭鉱会社によって設立された学校で、運営が安定しだした昭和31年から閉校ま
での間に1854名が卒業していきました。写真①の向かって左がL字定規（カーブ付）、中央が曲線定規、右が
一般的な物差しとなっており、②のように裁縫の授業で使われました。服には曲線も必要なため、多様な定規が
必要だったことが伺えます。
　幼い頃の私は、ズボンの穴やボタンを直せる母をとても頼もしく感じました。近年では男女関係なく裁縫を習
いますが、私と同じように「お母さん」と「裁縫」が結び付く人はまだ多いのではないでしょうか。成長して自分で
ボタンを直せるようになった今、母の日くらいは頼もしい子の姿を見せたいものです。

問合せ先　夕張市石炭博物館　☎52－5500

① ②

物差し

※ 写真②は『夕張礦女子家政塾　第五回卒表記念』より、
明暗およびサイズの改変をして掲載

母
の
技

 

と
い
え
ば
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夕張市老人福祉会館からのお知らせ

老人福祉会館が生まれ変わります。

変更点 ❶ 夕張市老人福祉会館の入館料が、
現在の「300円」から「 無料 」になります。
※ ただし、会議やサークルなど専用利用については、

これまで同様の利用料金がかかります。

変更点 ❷ 健康増進機器の設置
◦ 機器による健康体操やうたの利用ができます。
◦ 集会室が他で専用されていない場合、機器に

よる健康体操などの軽運動を常に無料で利用
できます。

◦ うたの利用は、事前予約制で有料となります。
◦ 運動による健康増進やうたによる口腔機能の

維持向上などが期待できます。

まずは、お気軽にご来館ください。

問合せ先　 市生活福祉係　☎52－1059

（健康体操）

（うた）
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令和６年５月吉日

夕張市生活支援コーディネーター 谷口・山田
社会福祉協議会内(56-6004) よよりりぬぬきき第第６６55号号

地地域域資資源源ををつつななぎぎななががらら 支支ええああいい活活動動のの推推進進ををししてていいまますす

有有償償ボボラランンテティィアアササーービビススちちょょっっととししたたおおててつつだだいい
ごご相相談談・・おお問問いい合合わわせせはは 5566--66000044

社社協協内内 生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターーままでで

地域サロン「えがお」
33//2211㈭㈭ 鹿鹿のの谷谷生生活活館館ににてて今今年年度度６６回回目目のの地地域域

ササロロンン「「ええががおお」」がが開開催催さされれままししたた。。参参加加者者２２２２

名名がが豊豊生生会会にによよるる体体組組成成測測定定・・体体力力測測定定とと口口内内検検

査査、、ままたた市市保保健健師師にによよるる問問診診でで健健康康状状態態をを確確認認しし

ままししたた。。測測定定のの間間ににはは折折りり紙紙ややトトラランンププ、、新新聞聞をを

使使っったたレレククレレーーシショョンンななどどでで楽楽ししみみままししたた。。

ボランティア学習会
33//1122㈫㈫ 老老人人福福祉祉会会館館ににてて、、夕夕張張市市ボボラランン

テティィアアセセンンタターーにによよるるボボラランンテティィアア学学習習会会がが

開開催催さされれままししたた。。夕夕張張市市消消防防本本部部予予防防課課よよりり

講講師師をを招招きき「「防防災災意意識識をを高高めめよようう！！」」ををテテーー

ママにに、、防防災災ママッッププのの活活用用方方法法やや備備蓄蓄品品ににつついい

ててのの説説明明、、映映像像資資料料でで災災害害にに対対すするる備備ええのの大大

切切ささをを学学びびままししたた。。そそのの後後、、避避難難所所運運営営ゲゲーー

ムムでで運運営営のの難難ししささをを体体験験ししたたりり、、災災害害備備蓄蓄品品

のの段段ボボーールルベベッットトのの組組みみ立立ててもも体体験験ししままししたた。。

グループホームまどか オレンジカフェ
33//2233㈯㈯ 南南清清水水沢沢生生活活館館ににてて、、GGHH

ままどどかか主主催催ののオオレレンンジジカカフフェェがが開開催催

さされれままししたた。。当当日日はは近近隣隣住住民民やや町町内内

会会、、GGHH利利用用者者ななどど約約2200名名がが集集ままりり、、

ふふままねねっっととやや脳脳トトレレななどどをを行行いいまましし

たた。。昼昼食食はは「「ああんんかかけけ焼焼ききそそばば」」でで

夕夕張張のの懐懐かかししいい映映像像をを見見ななががららのの楽楽

ししいい食食事事ととななりりままししたた。。
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■�粗大ごみ（大型ごみ）収集の日程が決まりました
粗大ごみ用処理券（１枚200円）を品目ごとに定められた金額分（200円・600円・1,000円）
貼って、当日の 午前８時まで に 所定の場所に出してください。

【気を付けて！】
　① 一般ごみ収集のような「音楽」は流れません。
　② ごみ処理券の貼付不足・貼付する処理券間違いの場合は回収しません。
　　 ※品目ごとの料金については、『ごみ分別辞典』をご参照ください。
　③ 出し忘れによる再収集は行いません。
　④ 小型家電製品は市内にあるリサイクルコーナーへ出してください。
　　 また、テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンはごみとして出せません。

■�ＧＷ期間中のごみ収集のお知らせ
GW（ゴールデンウィーク期間中）のごみ収集は次の表のとおりとなります。

月　日 一般ごみ収集 資源物収集 埋立処分地
４月29日（月）（祝） 休　み 休　み 休　み

４月30日（火） 【火曜】収集地区 【火曜】収集地区 午前８時30分～
　午後４時30分

５月１日（水） 【水曜】収集地区 【水曜】収集地区 午前８時30分～
　午後４時30分

５月２日（木） 【木曜】収集地区 【木曜】収集地区 午前８時30分～
　午後４時30分

５月３日（金）（祝） 休　み 休　み 休　み

５月６日（月）（祝） 休　み 休　み 休　み

収 集 日 収　集　地　区

５月14日（火） 社光、住初、本町、旭町、昭和、末広、鹿の谷、千代田、若菜、
常盤、平和、日吉、富野、南部

５月15日（水） 清水沢（全地区）、南清水沢

５月16日（木） 沼ノ沢、真谷地、紅葉山、楓、登川、滝ノ上

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108
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載
し
て
い

る
も
の

･�

そ
の
他
、公
平
性
、公
益
性
な
ど
の

観
点
か
ら
広
報
紙
への
掲
載
が
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

掲
載
の
可
否
と
記
事
内
容
の
確
認

　

掲
載
申
込
数
が
掲
載
可
能
枠
数

（
9
枠
）
を
超
え
た
場
合
は
、公
共

性
・
開
催
場
所
な
ど
の
要
素
に
よ
り
優

先
順
位
を
つ
け
掲
載
記
事
を
決
定
し

ま
す
。

　

掲
載
が
決
ま
っ
た
も
の
は
、申
込
書

に
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
に
お
送
り
す

る
、掲
載
内
容
の
校
正
確
認
を
も
っ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。掲
載
内
容
の
校
正

確
認
は
、掲
載
希
望
月
前
月
15
日
ま
で

に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、必
ず
期
限
ま

で
に
修
正
の
有
無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。申

込
方
法

　

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、「
広
報
ゆ

う
ば
り
か
わ
ら
版
掲
載
申
込
書
」に
必

要
事
項
を
記
入
し
、掲
載
希
望
月
の

前
々
月
20
日
か
ら
前
月
5
日
午
後
5

時
ま
で
の
間
に
、市
総
務
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
も
対

応
可
能
で
す
。

そ
の
他

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ・
市
総
務
係

（
夕
張
市
役
所
4
階
42
番
窓
口
）・
南

支
所
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
設
置
し
て
い

る「
広
報
ゆ
う
ば
り
か
わ
ら
版
掲
載
申

込
書
」
と
掲
載
ル
ー
ル
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

市ホームページ

問
合
せ
先　

市
総
務
係

�

☎
52

－

3
1
7
0

再
生
振
替
特
例
債
の

�

残
高
に
つ
い
て

（
令
和
6
年
3
月
31
日
現
在
）

◆
再
生
振
替
特
例
債
の
残
高

�

74
億
7
7
8
3
万
4
0
0
0
円

◆�

財
政
再
建
計
画
時
を
含
め
た
返
済

額

�

2
7
8
億
5
5
0
4
万
8
0
0
0
円

◆
再
生
振
替
特
例
債
償
還
終
了
年
月

　

令
和
9
年
3
月

※�

再
生
振
替
特
例
債
と
は
、財
政
再

生
計
画
終
了
ま
で
に
返
済
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
法
律
で
認
め
ら
れ
た

借
金
で
す
。

　

詳
細
に
つい
て
は
、市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の

「
借
金
時
計
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ　

1
2
6
6

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
検
索

で
Ｉ
Ｄ
を
入
力
し
て
検
索
す
る
と

該
当
ペ
ー
ジ
が
直
接
表
示
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ
先　

市
財
政
係

�

☎
52

－

3
1
2
2

合
併
処
理
浄
化
槽
の

�

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　

家
庭
の
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併

せ
て
処
理
す
る
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」

を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
、設
置
費
用

の一部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

･�
下
水
道
処
理
区
域
以
外
の
地
域
に

専
用
住
宅
ま
た
は
店
舗
等
併
用
住

宅
を
建
築
し「
合
併
処
理
浄
化
槽
」

を
設
置
す
る
方

･�

く
み
取
り
式
便
所
を
「
合
併
処
理

浄
化
槽
」に
改
造
す
る
方

次
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

･�

販
売
目
的
で
住
宅
を
建
築
す
る
方

･�

住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
、賃
貸
人

か
ら
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
方

･�

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方

･�

す
で
に「
合
併
処
理
浄
化
槽
」を
設

置
し
て
い
る
住
宅
を
お
持
ち
で
、新

た
に
設
置
す
る
方

申
込
方
法

　

補
助
金
交
付
申
請
書
を
建
物
建
築

工
事
着
工
前
に
市
環
境
生
活
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

建
築
計
画
時
点
で
必
ず
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
限
度
額

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

�

☎
52

－

3
1
0
8

規 格 補助上限額
５人槽 35万2,000円
６～７人槽 44万1,000円
８～17人槽 58万8,000円
11～20人槽 100万2,000円
21～30人槽 154万5,000円
31～50人槽 212万9,000円
51人槽以上 242万9,000円
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固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

�

の
送
付
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、夕
張
市
内
に
存

在
す
る
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）
に
対
し
て
か
か
る
税
金
で

す
。

　

毎
年
1
月
1
日（
賦
課
期
日
）時
点

の
固
定
資
産
の
所
有
者
が
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。

　

各
固
定
資
産
の
課
税
標
準
額
の
合

計
が
免
税
点
以
上
と
な
る
固
定
資
産

を
所
有
し
て
い
る
納
税
義
務
者
の
方
に

対
し
、5
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、各
納
期
限
（
年
4

回
）ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

賦
課
期
日
時
点
で
納
税
義
務
者
の

方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
り
、

相
続
登
記
の
手
続
き
を
行
って
い
な

い
場
合
は
市
で
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
市
賦
課

係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係

�

　

☎
52

－

3
1
2
0

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金

�

に
つ
い
て

　

電
力
・
ガ
ス・
食
料
品
な
ど
の
価
格

高
騰
に
よ
る
影
響
が
特
に
大
き
い
世
帯

に
対
し
、給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

給
付
額

①
1
世
帯
あ
た
り
10
万
円

②
児
童
1
人
あ
た
り
5
万
円

支
給
対
象
世
帯

①�

令
和
5
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

以
外
の
世
帯
で
、令
和
5
年
度
住
民

税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

②�

令
和
5
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

ま
た
は
①
で
扶
養
す
る
18
歳
以
下

の
児
童
が
い
る
世
帯

※�

令
和
5
年
12
月
1
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、住
民
税

非
課
税
ま
た
は
①
に
該
当
す
る
世

帯
。

※�

未
申
告
者
の
い
る
世
帯
は
給
付
要

件
の
税
情
報
が
確
認
で
き
な
い
た
め

対
象
外
と
な
り
ま
す
が
、市
・
道
民

税
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
①

ま
た
は
②
の
要
件
を
満
た
せ
ば
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

給
付
対
象
世
帯
に
は
、3
月
上
旬
か

ら
順
次
、世
帯
主
宛
て
に
案
内
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。申
請
期
限
ま
で
に
ご

返
送
く
だ
さ
い
。

　

令
和
5
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入

し
た
、住
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

①
に
該
当
す
る
世
帯
や
、市
・
道
民
税

申
告
書
を
提
出
し
て
新
た
に
非
課
税

と
な
っ
た
世
帯
な
ど
、給
付
対
象
世
帯

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、市
へ
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
書
類
が
必
要
な
方
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

令
和
6
年
5
月
31
日

令
和
6
年
度
低
所
得
世
帯
支
援
給
付

金
お
よ
び
定
額
減
税
調
整
給
付
金
に

つ
い
て

　

国
で
決
定
し
た
こ
れ
ら
の
給
付
金

に
つ
い
て
は
、令
和
5
年
度
お
よ
び
6

年
度
の
課
税
情
報
を
も
と
に
、新
た
な

対
象
者
お
よ
び
給
付
額
が
決
定
し
ま

す
。現
段
階
で
お
知
ら
せ
で
き
る
内
容

は
あ
り
ま
せ
ん
。詳
細
は
広
報
ゆ
う
ば

り
8
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
の
で
、お

待
ち
く
だ
さ
い
。

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

･�

夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

･�

夕
張
市
が
給
付
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係

�

☎
57

－

7
5
8
2

野
犬
掃
討
の
実
施
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
5
月
1
日
か
ら
令
和
7

年
3
月
31
日
ま
で
の
期
間
、市
内
全
域

で
野
犬
掃
討
を
行
って
い
ま
す
。

　

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
犬
、鎖
か
ら

外
れ
て
う
ろ
つ
い
て
い
る
犬
は
、野
犬
と

し
て
捕
獲
さ
れ
岩
見
沢
保
健
所
由
仁

支
所
に
抑
留（
薬
殺
）さ
れ
ま
す
の
で
、

放
し
飼
い
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
｡

　

犬
が
逃
げ
出
し
た
り
、行
方
不
明

に
な
る
な
ど
、見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

市
環
境
生
活
係
や
岩
見
沢
保
健
所
由

仁
支
所
に
捕
獲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
首
輪
に
は
必
ず
犬
鑑
札
や

連
絡
先
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先

市
環
境
生
活
係�

☎
52

－

3
1
0
8　

岩
見
沢
保
健
所
由
仁
支
所

�

　

☎
0
1
2
3

－

83

－

2
2
2
1

「
何
か
お
困
り
の
こ
と
は

�

あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

�

消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
し

て
い
ま
す
。相
談
は
「
無
料
」
で
す
の

で
、訪
問
販
売
や
架
空
請
求
な
ど
困
っ

た
と
き
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

電
話
や
面
談
で
の
相
談
と
な
り
ま

す
。面
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、事
前

に
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
窓
口

　

夕
張
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
（
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）　

　

☎
56
―
6
0
0
1

　
（
相
談
窓
口
専
用
）

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

�

　

☎
52
―
3
1
0
8

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」
「炭山祭（登川会館前にて）」江畑正明さん撮影、1975年

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市役所地域振興係でも受け付けています。
※広報掲載の写真を毎月拠点複合施設りすたで展示しています。

Episode 70 

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」 https://yubarinokioku.net/ 
フェイスブックページ  https://www.facebook.com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト ☎57－7463）

（市 地域振興係  ☎52－3141） 
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ハ
ン
タ
ー
に
興
味
は

�

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

夕
張
市
は
北
海
道
猟
友
会
夕
張
支

部
と
猟
銃
の
所
持
許
可
や
狩
猟
免
許

取
得
な
ど
の
相
談
を
受
付
し
て
い
ま

す
。市
内
で
は
有
害
鳥
獣
（
シ
カ
、ア
ラ

イ
グ
マ
、カ
ラ
ス
な
ど
）に
よ
る
農
産
物
へ

の
被
害
が
多
く
、電
気
牧
柵
に
よ
る
対

策
も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、狩
猟
に
よ

り
有
害
鳥
獣
の
数
を
減
ら
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。免
許
の
取
得
な
ど
に
対
す

る
補
助
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
農
林
係　

�

☎
52

－

3
1
2
4

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー

広
告
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か

掲
載
の
位
置

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ・
下
段
部
分

掲
載
期
間

　

1
カ
月
単
位（
最
長
5
年
）

　

随
時
、受
け
付
け
て
い
ま
す
。

広
告
の
規
格

　

縦
80
ピ
ク
セ
ル
、横
2
3
0
ピ
ク
セ

ル
、画
像
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
、容
量
は
15
キ

ロ
バ
イ
ト
以
下

掲
載
料
・
申
込
方
法

　

掲
載
料
は
掲
載
期
間
に
よ
って
異
な

り
ま
す
。詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ　

1
0
2
7

問
合
せ
先　

市
情
報
管
理
係

�

☎
52

－

3
1
4
0

厚
生
労
働
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

６
月
は「
外
国
人
雇
用

�

啓
発
月
間
」で
す
！

　

外
国
人
は「
ル
ー
ル
を
守
って
」適
切

に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

･�

雇
い
入
れ
る
前
に
、就
労
が
認
め
ら

れ
る
か
在
留
資
格
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

･�

外
国
人
の
雇
入
れ
と
離
職
は
、必
ず

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

･�

労
働
保
険
、社
会
保
険
な
ど
の
加
入

を
は
じ
め
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

ハロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張�

☎
52

－

4
4
1
1

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督
署

�

☎
0
1
2
6

－

28

－

2
4
3
0

令
和
6
年
度
調
理
師
試
験
の

�

お
し
ら
せ

試
験
日
時

　

8
月
22
日（
木
）

　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

試
験
地

　

札
幌
市

受
験
資
格

　

高
等
学
校
入
学
資
格
を
有
す
る
方

で
、5
月
17
日
ま
で
に
2
年
以
上
調
理

の
業
務
に
従
事
し
た
方

※�

従
事
し
た
営
業
形
態
や
雇
用
状
況

に
よ
り
、受
験
資
格
の
要
件
に
満
た

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
験
願
書
受
付
期
間

　

5
月
7
日（
火
）～
17
日（
金
）

受
験
手
数
料

　

6
9
0
0
円
に
相
当
す
る
額
面
の

北
海
道
収
入
証
紙

問
合
せ
先

北
海
道
岩
見
沢
保
健
所
企
画
総
務
課

企
画
係（
調
理
師
試
験
担
当
）

�

☎
0
1
2
6

－

20

－

0
1
0
1

こ
じ
か
保
育
園
園
開
放

　

自
然
と
遊
ぶ
「
里
山
保
育
」
を
こ
じ

か
保
育
園
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対　

象

　

就
学
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

場　

所

　
こ
じ
か
保
育
園

　
（
鹿
の
谷
2
丁
目
13
番
地
）

園
開
放
の
日
程

【
令
和
６
年
】

5
月
24
日　

園
児
と
交
流
会

6
月
14
日　

園
庭
で
自
由
遊
び

6
月
28
日　

森
の
中
で
自
然
探
し

7
月
12
日
・
26
日

　
　
　
　
　

園
庭
で
水
・
泥
遊
び

8
月
9
日　

�

採
れ
た
て
野
菜
で
ピ
ザ

作
り
体
験

8
月
30
日　

�

室
内
で
身
体
を
動
か
そ

う（
マッ
ト
登
り
や
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
な
ど
）

9
月
13
日　

秋
の
自
然
探
し

10
月
11
日　

�

木
の
実
で
ジ
ャ
ム
作
り
体

験

10
月
25
日　

焼
き
芋
大
会

11
月
８
日　

オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス
制
作

11
月
22
日　

冬
の
自
然
探
し

12
月
13
日　

�

産
婦
人
科
医
に
よ
る
相

談
会

12
月
20
日　
ク
リ
スマ
ス
交
流
会

【
令
和
７
年
】

1
月
10
日　

�

わ
ら
べ
歌
・
手
作
り
お
も

ち
ゃ
作
り

1
月
24
日　

節
分
の
制
作

2
月
7
日
・
21
日

　
　
　
　
　

�

雪
遊
び（
そ
り
滑
り
や

か
ま
く
ら
作
り
な
ど
）

3
月
7
日　

お
楽
し
み
会

時　

間

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

持
ち
物

　

汚
れ
て
も
良
い
服
・
着
替
え
・
帽
子
・

水
分
補
給
で
き
る
も
の・ベ
ビ
ー
カ
ー
や

抱
っこ
紐
な
ど
移
動
の
際
に
使
う
物

参
加
方
法

　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

　

見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
！

申
込
・
問
合
せ
先　

こ
じ
か
保
育
園

�

☎
57

－

7
6
6
0

夕張市内において起業する新規創業者または市内事業者の事業拡大
する際の初期投資等の費用の一部を補助します！申請期間、
申請方法など詳細は市ホームページをご覧ください。

チャレンジする皆様を応援します！！
～夕張市創業等支援事業補助金のご案内～ 最大

１００万円
補助！

＜ 問合せ先　市地域振興課　商工観光係 4階㊵窓口 ＞　
　　本町４丁目２番地　☎52-3128　
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

�

定
期
接
種
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
に
つ
い
て
、令
和
6
年
度
は
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　

過
去
に
1
度
も
高
齢
者
肺
炎
球
菌

（
23
価
肺
炎
球
菌
）ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
く
、次
の（
1
）ま
た
は

（
2
）に
該
当
す
る
市
民
の
方

※�（
1
）の
方
に
は
個
別
に
通
知
を
し

ま
す
。

（
1
）�65
歳
の
方（
65
歳
の
誕
生
日
か
ら

66
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
前
日

ま
で
）

（
2
）�接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
市
民
の
方
で
、心
臓
、腎
臓
、免

疫
機
能
の
障
が
い
で
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
相
当
の
障
が
い
の
あ

る
方

実
施
期
間

　

令
和
6
年
4
月
1
日

　
　

～
令
和
7
年
3
月
31
日

実
施
医
療
機
関

①
中
條
医
院　

②
南
清
水
沢
診
療
所

③
夕
張
市
立
診
療
所

接
種
費
用

　

実
施
医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

助
成
額

･�

接
種
費
用
の
半
額

　
（
上
限
は
3
0
0
0
円
）

※�

接
種
費
用
が
6
0
0
0
円
以
下
の

場
合
は
半
額

※�

接
種
費
用
が
6
0
0
0
円
を
超
え

る
場
合
は
、3
0
0
0
円

･�

生
活
保
護
受
給
者
は
接
種
費
用
を

全
額
助
成（
自
己
負
担
な
し
）

接
種
回
数

　
１
回

そ
の
他

･�

必
ず
過
去
の
接
種
歴
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

･�

接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

･�
年
齢
確
認
の
た
め
、実
施
医
療
機
関

に
健
康
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

･�

生
活
保
護
受
給
者
は
生
活
保
護
受

給
証
明
書
を
実
施
医
療
機
関
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

･�

対
象
者
の（
２
）に
該
当
す
る
方
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機

関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

･�

市
外
の
病
院
（
施
設
）に
入
院
（
入

所
）
し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合

は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

�

☎
52

－

3
1
0
6

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
）
の
定
期
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ

　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
に
つい
て
、4

月
に
対
象
と
な
る
方
に
個
別
通
知
を

し
て
い
ま
す
。同
封
の
説
明
書
で
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
と
副
反
応
な
ど
に
つ
い
て

理
解
さ
れ
た
う
え
で
、接
種
に
つ
い
て

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

接
種
日
に
市
に
住
所
を
有
し
、次
の

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

①�

小
学
6
年
生（
12
歳
相
当
）～
高
校

1
年
生（
16
歳
相
当
）の
女
子

　

標
準
的
な
接
種
期
間
は
、中
学
1

年
生
（
13
歳
相
当
）で
す
。市
で
は
、中

学
1
年
生
か
ら
高
校
1
年
生
の
方
に

個
別
通
知
し
て
い
ま
す
。

※�

小
学
6
年
生
で
接
種
希
望
の
方
は
、

事
前
に
市
保
健
係
へ
連
絡
く
だ
さ

い
。

②�

平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成
20
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
性
で
、過
去

に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
合

計
3
回
受
け
て
い
な
い
方

　

積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
ら
れ

て
い
た
間
に
定
期
予
防
接
種
の
対
象
で

あ
っ
た
方
に
、公
平
な
接
種
機
会
の
確

保
の
た
め
、令
和
4
年
4
月
か
ら
令
和

7
年
3
月
ま
で
の
3
年
間
の
み
実
施

し
て
い
ま
す
。令
和
7
年
4
月
以
降
は

公
費
負
担
（
無
料
）で
接
種
は
で
き
ま

せ
ん
。ま
た
、3
回
接
種
完
了
す
る
ま

で
に
約
6
か
月
間
か
か
る
た
め
、接
種

を
希
望
す
る
方
は
、早
め
の
接
種
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
と
な
る
方
で
通
知
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、市
保
健
係
へ
連
絡
く
だ

さ
い
。

接
種
回
数

　

2
～
3
回

※�

過
去
に
接
種
歴
が
あ
る
方
は
、残
り

の
回
数
を
接
種
し
ま
す
。

※�

接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
や
接
種
開
始

年
齢
に
よ
っ
て
、回
数
や
接
種
間
隔

が
異
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、個
別
に
通
知
し
て
い
る

説
明
書
を
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

　

中
條
医
院
、南
清
水
沢
診
療
所
、夕

張
市
立
診
療
所

※�

事
前
に
各
医
療
機
関
に
予
約
が
必

要
で
す
。

接
種
費
用

　

無
料

問
合
せ
先　

市
保
健
係

�

☎
52

－

3
1
0
6

「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」の

�

お
知
ら
せ（
末
広
集
会
所
）

　

日
頃
、散
歩
や
体
操
な
ど
何
か
運

動
を
し
て
い
ま
す
か
？�

膝
や
腰
が
痛

く
て
動
く
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
、も

の
忘
れ
が
気
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
高

齢
者
の
方
向
け
の
事
業
の
お
知
ら
せ
で

す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
、専

門
の
講
師
が
軽
運
動
と
認
知
機
能
を

維
持
向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。ま
だ
参
加
し
た
こ
と
の

な
い
方
、興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

実
施
日
時

･
6
月
17
日（
月
）

･
6
月
24
日（
月
）

※�

い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
～
3
時

　
（
受
付
は
午
後
1
時
～
）

※�

日
程
の
変
更
・
中
止
の
場
合
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会　

場

　

末
広
集
会
所（
定
員
15
名
）

申
込
締
切

　

6
月
10
日（
月
）

※�

日
程
の
変
更
・
中
止
の
場
合
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対　

象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

料　

金　

無
料

そ
の
他

　

37
・
5
℃
以
上
あ
る
方
や
風
邪
症

状
な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場
合
は
、

参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

会
場
が
葬
儀
な
ど
で
使
用
で
き
な

い
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
は
随

時
、広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

�

☎
52

－

3
1
0
7
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6
月
1
日
は

�「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

◆�
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で

す
か

　

人
権
擁
護
委
員
は
、市
長
が
推
薦

し
、法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

方
た
ち
で
す
。様
々
な
経
験
を
持
つ
方

た
ち
が
、地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広

め
、住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
、人
権
を
擁
護
す
る
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

･
矢
野�

雅
昭（
常
盤
）

･
平
村�

美
千
子（
南
清
水
沢
）

･
中
井�

法
史（
紅
葉
山
）

･
清
野�

敦
子（
南
清
水
沢
）

人
権
常
設
相
談
所

･
札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

　

☎
0
1
2
6

－

22

－

0
6
1
9

･
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番

　

☎
0
5
7
0

－

0
0
3

－
1
1
0

･
こ
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　

☎
0
1
2
0

－
0
0
7

－

1
1
0

･
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
0
5
7
0

－

0
7
0

－

8
1
0

※�

最
寄
り
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所

に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆�

特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所
の

開
設

　
い
じ
め
、虐
待
、離
婚
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
の

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、身
近
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。特
設
人
権
・

困
り
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

6
月
3
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

と
こ
ろ

　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

問
合
せ
先

岩
見
沢
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
夕
張

支
部
事
務
局（
市
市
民
係
）

�
　

☎
52

－

3
1
0
4

岩
見
沢
保
健
所
か
ら
お
知
ら
せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の

�

実
施
に
つ
い
て

　
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
本
人

や
家
族
な
ど
に
対
し
て
、当
所
が
委
嘱

し
た
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
、精
神
疾
患
の
早
期
発
見
、早
期
治

療
、精
神
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
る
よ
う
支
援
し
、問
題
解
決
を
図
り

ま
す
。

実
施
内
容

　

精
神
科
医
師
と
の
面
接
相
談
で

す
。

　

前
日
の
昼
12
時
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

申
込
み
が
多
い
場
合
は
、別
日
で
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
程
・
場
所

【
令
和
6
年
】

･
4
月
18
日（
木
）

･
6
月
20
日（
木
）

･
8
月
15
日（
木
）

･
10
月
17
日（
木
）

･
12
月
19
日（
木
）

【
令
和
7
年
】

･
2
月
20
日（
木
）

※
時
間
は
午
後
1
時
～
3
時

会　

場

　

北
海
道
岩
見
沢
保
健
所

　
（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

そ
の
他

　

保
健
師
と
の
電
話
や
面
接
で
の
相

談
を
随
時
行
って
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

北
海
道
岩
見
沢
保
健
所
健
康
推
進
課

健
康
支
援
係

�

☎
0
1
2
6

－

20

－

0
1
2
2

あ
な
た
の
相
談
を
橋
渡
し　

身
近
で
頼
れ
る

�
「
民
生
委
員
児
童
委
員
」

～
5
月
12
日
は

　
「
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
」～

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
、子
育
て
を
し
て
い

る
方
な
ど
の
心
配
ご
と
や
様
々
な
福
祉

に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。4
月
1
日
現
在
、50
人

の
委
員
が
活
動
し
て
お
り
、相
談
の
内

容
に
応
じ
て
、市
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
民
生
委
員
児
童
委
員
へ

○
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

　

毎
日
の
介
護
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど○
暮
ら
し
の
こ
と

　

住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
家
族
関
係
の
こ
と

　

親
子
関
係
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
育
児
・
教
育
の
こ
と

　

育
児
や
し
つ
け
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
そ
の
他
の
困
り
ご
と

　

心
身
の
疾
病
や
障
が
い
に
関
す
る
相

談
な
ど

そ
の
他

　

委
員
は
、厚
生
労
働
大
臣
や
知
事

か
ら
委
嘱
を
受
け
、相
談
に
つ
い
て
の

秘
密
を
守
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。担
当
の
委
員
は
、お
住
ま
い
の

住
所
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

市ホームページ

問
合
せ
先

市
生
活
保
護
係�

☎
52

－

3
1
7
7

夕
張
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局�

☎
56

－

6
7
7
7

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

活
動
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
（
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
）
な
ど
を
派
遣
し
、体
力

測
定
、運
動
指
導
、講
話
な
ど
を
行
い
、

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

　

運
動
は
参
加
者
の
体
力
な
ど
に
合

わ
せ
て
行
い
ま
す
。「
事
業
利
用
を
希

望
し
た
い
」、「
ど
う
い
う
事
業
な
の
か

話
を
聞
き
た
い
」と
い
う
団
体
の
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
例　

肩
痛
・
腰
痛
・
膝
痛
対
策
、効
率

の
良
い
身
体
の
動
か
し
方
、体
力
低
下

の
予
防
、認
知
症
の
予
防
、転
倒
予
防
）

対　

象

　

参
加
者
が
主
と
し
て
65
歳
以
上
で
、

市
内
の
団
体
が
運
営
す
る
介
護
予
防

に
係
る
集
い
の
場

費　

用

　

無
料

派
遣
回
数

　

原
則
と
し
て
1
団
体
に
つ
き
、年
3

回
以
内

派
遣
時
間

　

1
回
に
つ
き
2
時
間
以
内
（
日
時
の

調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

申
込
・
問
合
せ
先

市
包
括
支
援
係�

☎
52

－

3
1
0
7
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い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た

 
夕
張
で
自
分
ら
し
く

�

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

◆
認
知
症
は
特
別
な
病
気
？

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を
は
じ

め
と
す
る
認
知
症
は
、高
齢
に
な
る
ほ

ど
発
症
率
が
高
く
な
り
誰
で
も
か
か

る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。

自
身
や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
場

合
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、ど
う

暮
ら
し
て
い
く
か
、元
気
な
う
ち
か
ら

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

「
近
所
の
見
守
り
や
声
が
け
」「
ち
ょっ

と
し
た
お
手
伝
い
」
な
ど
身
近
な
応
援

者
と
な
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

増
や
す
こ
と
で
、認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

◆�「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

地
域
・
職
場
・
学
校
の
ほ
か
、５
名
以

上
集
ま
る
場
が
あ
れ
ば
、講
師
を
派
遣

す
る
出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。

内　

容

　

認
知
症
の
主
な
症
状
、認
知
症
の
人

の
気
持
ち
、認
知
症
の
人
と
接
す
る
と

き
の
心
構
え
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

役
割
な
ど
90
分
の
講
座
で
す
。

申
込
方
法

　

希
望
日
の
1
カ
月
前
ま
で
に
市
包

括
支
援
係
に
申
込
書
を
提
出
し
ま

す
。詳
し
く
は
下
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
た
人
に
は
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
し
と
し
て
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
」
を
お
渡
し
し
ま

す
。

認知症サポーターカード

◆
一人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！

　

認
知
症
や
そ
の
介
護
に
つ
い
て
の
悩

み
や
不
安
が
あ
る
場
合
、本
人
や
家
族

だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、早
め
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

申
込
・
相
談
・
問
合
せ
先

市
包
括
支
援
係�

☎
52

－

3
1
0
7

提
出
く
だ
さ
い

～
避
難
行
動
要
支
援
者
の

�

登
録
申
請
～

　

市
で
は
、災
害
に
備
え
て
、高
齢
や

障
が
い
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
、自
ら

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人（
避
難
行

動
要
支
援
者
）の
名
簿
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
名
簿
は
、登
録
者
の
情
報
を
事

前
に
消
防
署
や
警
察
署
、民
生
委
員

な
ど
に
提
供
し
て
、も
し
も
の
時
の
円

滑
な
避
難
支
援
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。

　

新
た
に
避
難
行
動
要
支
援
者
の
対

象
と
な
る
方
へ
、「
避
難
行
動
要
支
援

者
登
録
申
請
書
兼
個
別
計
画
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、登
録
を
希
望

す
る
方
は
、申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ

て
市
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�一
度
登
録
し
た
方
は
、登
録
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。登
録
内
容
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
や
、登
録
が
必
要

な
く
な
っ
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※�

個
人
情
報
を
目
的
以
外
に
使
用
し

た
り
、関
係
者
以
外
に
提
供
し
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

対
象
と
な
る
と
思
う
が
、申
請
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方（
い
ず
れ
か
に
該
当
）

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

③�
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
方

④�

介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方

⑤�

75
歳
以
上
の一
人
暮
ら
し
の
方
、ま

た
は
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
に
属

す
る
方

⑥�

そ
の
他
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
方

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

�

☎
52

－

1
0
5
9

新着図書のご紹介
『方舟を燃やす』　角田光代/著　新潮社

　柳原飛馬（ひうま）1967年生まれ。飛馬が小学校高学年のころ、ノストラダムスの大予言に
恐怖し、口裂け女に怯えた。しかし、口裂け女は存在しなかったし、世界も滅亡しなかった。望月
不三子は戦後まもなく生まれた。家族のために玄米を主食とした健康に気を使った食事作りに
励むが、夫には理解されず、子どもたちも反抗するばかり。二人が生きてきた高度成長時代の
昭和からバブル崩壊後の平成という時代には、さまざまな事件・事故・災害が起きていた。そん
な二人が子ども食堂で出会い、コロナ禍の令和で子ども食堂の今後を模索する。

☆新しく入った本
・ひゃっか！（今村翔吾）　・マリスアングル（誉田哲也）　・ブラックショーマンと覚醒する女たち（東野圭吾）
・あけくれの少女（佐川光晴）　・なれのはて（加藤シゲアキ）　・わたしに会いたい（西加奈子）　・龍の墓（貫井徳郎）
・夜明けのはざま（町田そのこ）　・栗山ノート １・２（栗山英樹）　・オシムの遺産（島沢優子）

問合せ先　りすた図書館　☎５７－７５８３
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令
和
5
年
の

�

救
急
出
動
に
つ
い
て

　

令
和
5
年
中
の
夕
張
市
に
お
け
る

救
急
出
動
件
数
は
5
5
9
件
（
対
前

年
比
1
4
0
件
増
）、搬
送
人
員
は

4
7
0
人（
対
前
年
比
1
0
9
人
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

救
急
搬
送
人
員
で
、最
も
多
か
っ
た

事
故
種
別
は
急
病
2
9
9
人
（
63
・

6
％
）、次
い
で
転
院
搬
送
79
人
（
16
・

8
％
）で
し
た
。

　

傷
病
程
度
別
（
※
1
）で
み
る
と
、

軽
症
1
5
8
人
（
33
・
6
％
）、中
等
症

2
3
5
人
（
50
％
）、重
症
56
人
（
11
・

9
％
）、死
亡
21
人（
4
・
5
％
）と
な
っ

て
お
り
、前
年
と
比
較
す
る
と
重
症
が

減
少
し
、軽
症
、中
等
症
、死
亡
が
増

加
し
ま
し
た
。救
急
出
動
件
数
の
約

半
数
は
市
外
へ
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
で
救
急
車
を
要
請
す

る
か
判
断
に
迷
っ
た
場
合
は
、消
防
署

に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。消
防
職

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
☎
53

－

4
1
2
2
）

　

引
き
続
き
救
急
車
の
適
正
利
用
に

つい
て
、市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

消
防
署
警
防
課
救
急
係

�

☎
53

－

4
1
2
2

栗
山
警
察
署
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

◆
自
転
車
の
安
全
利
用

「
自
転
車
も　

歩
行
者
優
先

�

　

安
全
走
行
」

　

自
転
車
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
で
使
用
さ
れ
る
便

利
な
乗
り
物
で
す
が
、正
し
い
運
転

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

信
号
や
停
止
場
所
で
の一
時
停
止
、

歩
行
者
優
先
を
行
う
こ
と
で
歩
行
者

を
守
り
、ま
た
昨
年
4
月
1
日
か
ら

義
務
化
さ
れ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く

着
装
す
る
こ
と
で
、万
が一、交
通
事
故

に
遭
っ
た
場
合
、衝
撃
か
ら
頭
部
を
守

り
、致
命
傷
や
後
遺
症
を
防
げ
る
確

率
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
、必
ず

ヘル
メッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
の
ポ
イ
ン
ト

　

毎
年
5
月
は「
消
費
者
月
間
」で
す
。

　
こ
こ
数
年
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
の
買
い
物
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
急
速

に
便
利
に
な
る
一
方
で
、悪
質
商
法
や

嘘
の
も
う
け
話
に
よ
る
投
資
詐
欺
な

ど
の
リ
ス
ク
も
増
大
し
て
お
り
、1
人

ひ
と
り
に
正
し
い
知
識
や
「
気
づ
く
・

断
る
・
相
談
す
る
」
と
い
う
基
礎
的
な

対
応
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
悪
質
業
者
は
、う
・
そ
・つ・

き
！
」と
い
う
合
い
言
葉
と
、そ
の
意
味

を
覚
え
、悪
質
商
法
や
詐
欺
の
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
う
】

　

う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い
！

　

う
ま
い
話
、絶
対
に
も
う
か
る
話
に

は
、必
ず
大
き
な
落
と
し
穴
…
。

【
そ
】

　

そ
う
だ
ん
す
る
！

　

ひ
と
り
で
判
断
せ
ず
、家
族
・
知
人
・

相
談
機
関
に
相
談
を
。

【
つ
】

　
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
！
す
ぐ
に

契
約
し
な
い
！

　

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
す
ぐ
契

約
す
る
よ
う
に
迫
って
き
ま
す

【
き
】

　

き
っ
ぱ
り
！
は
っ
き
り
！
断
る
！

　

あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
、キ
ッ
パ

リ
！　
ハッ
キ
リ
！　

断
る
！

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

�
　

☎
0
1
2
3

－

72

－

0
1
1
0

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
J
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の

�

実
施
に
つ
い
て

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。こ

の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と
夕

張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音

声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、津
波
警
報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、地
方
公
共
団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す

る
と
同
時
に
、携
帯
電
話
会
社
を
通
じ

て
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

実
施
日
時

　

5
月
22
日（
水
）午
前
11
時

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」×
3
回

〈
下
り
4
音
チ
ャ
イ
ム
〉

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

�

☎
53

－

4
1
2
1

区 分 計

救 急 事 故 種 別 市 

外 

搬 

送

急
　
　
病

一
般
負
傷

転
院
搬
送

交
通
事
故

そ 

の 

他
出動件数 559 358 84 81 19 17 255
搬送人員 470 299 72 79 12 8 255

傷
病
程
度

死　 亡 21 20 0 1 0 0 5
重　 症 56 36 9 9 2 0 39
中 等 症 235 139 28 62 3 3 153
軽　 症 158 104 35 7 7 5 58
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0

備
考 令和４年の出動件数は419件

（※１）傷病程度
死　亡：初診時において、死亡が確認されたもの。
重　症：傷病の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。
中等症：傷病の程度が重症または軽症以外のもの。
軽　症：傷病の程度が入院加療を必要としないもの。
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あ
な
た
の
無
線
機
器
は

�

大
丈
夫
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
し
て

い
る
外
国
規
格
の
無
線
機
は
、電
波
法

の
基
準
を
満
た
さ
な
い
た
め
、国
内
で

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。使
用
す
る
と
テ

レ
ビ
や
重
要
な
無
線
通
信
を
妨
害
し

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

無
線
機
を
購
入
の
際
に
は
必
ず
、

「
技
術
基
準
適
合
証
明
の
マ
ー
ク
」
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
相
談

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

�　

☎
0
1
1

－

7
3
7

－

0
0
9
9

陸
上
自
衛
隊
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

　

陸
上
自
衛
隊
第
7
師
団
創
隊
69
周

年
お
よ
び
東
千
歳
駐
屯
地
創
立
70
周

年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時

　

5
月
26
日（
日
）

　

午
前
8
時
～
午
後
3
時

会　

場

　

東
千
歳
駐
屯
地

　
（
千
歳
市
祝
梅
1
0
1
6
）

内　

容

　

日
本
最
大
級
の
戦
車
な
ど
の
パ
レ
ー

ド
、訓
練
展
示
、装
備
品
展
示
、洗
車

体
験
搭
乗
、ふ
れ
あ
い
広
場
、模
擬
売

店
な
ど

そ
の
他

　

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
公
共
交

通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。詳
細
は
第

7
師
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先　

第
7
師
団
司
令
部
総
務

課
広
報
渉
外
班

�

　

☎
0
1
2
3

－

23

－

5
1
3
1

1
日
防
災
学
校
の
お
知
ら
せ

　

夕
張
高
等
養
護
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
1
日
防
災
学
校
を
開
催
し
ま
す
。

地
震
の
避
難
訓
練
の
後
、水
消
火
器
体

験
や
煙
幕
体
験
を
行
い
ま
す
。参
観
を

希
望
さ
れ
る
方
は
5
月
10
日
（
金
）
ま

で
に
問
合
せ
先
へご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

5
月
30
日（
木
）

　

午
前
10
時
50
分
～

場　

所

　

夕
張
高
等
養
護
学
校

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）　

問
合
せ
先　

夕
張
高
等
養
護
学
校

�

　

☎
56

－

5
5
3
0（
教
頭
あ
て
）

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

�

か
ら
の
お
知
ら
せ

オ
ー
プ
ン
日　

５
月
１
日

※
５
月
１
日
は
利
用
料
無
料

◆
大
会
の
お
知
ら
せ

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る
市

民
の
会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。大
会
の
１
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
18
日　

午
前
９
時　

競
技
開
始（
受
付
は
８
時
30
分
）

と
こ
ろ　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　
一般
７
０
０
円
、会
員
５
０
０

円申
込
方
法　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入

令
和
６
年　

大
会
開
催
日
程

　

５
月
18
日
、６
月
22
日
、７
月
20
日
、

８
月
17
日
、９
月
21
日
、10
月
５
日
、10

月
19
日

◆
紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

�

会
員
募
集
中

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
、会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。年
会
費
は

１
０
０
０
円
で
す
。

問
合
せ
先　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る

市
民
の
会　

松
木

�

☎
０
８
０
―
１
８
６
２
―
９
９
５
７

林野火災・野火に注意しましょう
　例年、この時期は、空気が乾燥し、風が強くなるため屋外の火災が発生しやすい気象条件と

なります。屋外の火災の多くは「ゴミ焼き」、「たばこ」などの火の不始末や不注意により発生

しています。一人ひとりが屋外の火の取り扱いに十分注意しましょう。

･  強風時および乾燥時は、火入れはやめましょう。

･ たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消すとともに、投げ捨てはやめましょう。

･ 屋外で喫煙する時は、携帯灰皿を使用しましょう。

･  火気を使用する場合は、周囲の可燃物の状況に十分注意するとともに消火用の水などを必ず用意しましょう。

･ ごみ焼きは、原則、法律で禁止されています。

問合せ先　市消防本部保安係　☎53－4121



28� 広報ゆうばり 2024年5月号

　

３
月
に
行
っ
た
第
１
回
定
例
市
議
会
で
は
市

政
執
行
方
針
に
対
す
る
質
問
と
し
て
「
廃
棄
物

の
減
量
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
」

と
い
う
内
容
も
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
令
和
６
年
度
に
、富
野
じ
ん
芥
埋
立

処
分
地
の
か
さ
上
げ
工
事
を
実
施
し
、延
命
化

を
図
る
予
定
で
す
。何
も
手
立
て
を
行
わ
な
け
れ

ば
令
和
８
年
度
中
に
埋
立
て
が
行
え
な
く
な
る

見
通
し
で
、議
員
か
ら
は
か
さ
上
げ
工
事
の
実
施

と
と
も
に
、よ
り
長
く
安
定
的
に
埋
立
て
で
き
る

よ
う
「
廃
棄
物
減
量
」
の
取
組
み
も
必
要
、と
の

ご
指
摘
で
し
た
。

　

私
か
ら
の
答
弁
は
も
ち
ろ
ん
「
か
さ
上
げ
工

事
」だ
け
で
は
な
く「
廃
棄
物
の
減
量
化
」と「
減

量
化
に
直
結
す
る
ご
み
の
分
別
」
も
必
要
、こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い

く
、と
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
減
量
化
に
直
結
す
る
ご
み
の
分

別
」っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
と
な
り
ま
す
が
…
。

　
「
捨
て
れ
ば
ご
み
、分
け
れ
ば
資
源
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、ご
み
減
量
化
の
た
め

に
は
、こ
の
言
葉
を
心
に
留
め
て
い
た
だ
き
、リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
富
野
じ
ん
芥
処
分
地
で
は

◆�一
般
廃
棄
物
が
直
接
埋
立
処
分
地
に
搬
入
さ

れ
る
事
業
系
ご
み
の
中
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

資
源
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
。

◆�

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ご
み
を
分
別
収
集
し

て
も
、汚
れ
が
付
着
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

そ
の
汚
れ
か
ら
カ
ビ
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

埋
立
て
せ
ざ
る
を
得
な
い
資
源
ご
み
が
あ
る

と
いっ
た
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
様
に
は
ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
を
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、こ
の
分
別

は
資
源
を
捨
て
て
し
ま
わ
ず
、循
環
さ
せ
る
た
め

の
も
の
で
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
「
廃
棄
物
の
減

量
」「
資
源
ご
み
は
内
容
物
・
付
着
物
を
洗
い
流

し
、乾
か
し
て
資
源
ご
み
と
し
て
出
す
」「
資
源
ご

み
を
一
般
廃
棄
物
に
混
ぜ
な
い
」こ
と
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

夕
張
市
長　

厚　

谷　
　

司

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

�

戸
籍
届
出
の
受
付
に
つ
い
て

　

市
役
所
は
4
月
29
日
、5
月
3
日
か

ら
5
月
6
日
（
4
日
間
）
ま
で
閉
庁
に

な
り
ま
す
。戸
籍
届
出
の
受
付
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

○
本
庁
舎
の
日
直

･
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
30
分

･
電
話
番
号　

☎
52

－

3
1
3
1

○
南
支
所

･
受
付
時
間　

午
前
8
時
45
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
30
分

･
電
話
番
号　

☎
59

－

6
1
1
1

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

○
消
防
本
部（
清
水
沢
宮
前
町
）

･
受
付
時
間　

午
後
5
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

翌
朝
午
前
8
時
30
分

･
電
話
番
号　

☎
53

－

4
1
2
2

問
合
せ
先　

市
市
民
係

�

　

☎
52

－

3
1
0
4

夕
張
市
職
員
採
用
試
験

　

夕
張
市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。日
程
、受
験
資
格
な
ど
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
総
務
係

�

☎
52

－

3
1
7
0

市長コラム

「捨てればごみ 　「捨てればごみ 　
　 分ければ資源」　 分ければ資源」

夕張市ホームページ 夕張市 X（旧Twitter）

夕張市の情報はこちらから

（3月26日リニューアル）

人　口� 6,363人（－25人）
　男� 2,979人（－26人）
　女� 3,384人（　� 1人）

世帯数� 3,884世帯（－4世帯）
（　）は前月比

令和6年4月1日　現在

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
6
月
号
は
、

5
月
31
日
に
配
布
し
ま
す
。

発行　夕張市（毎月１日発行）　北海道夕張市本町４丁目２番地　 0123－52－3170

編集　総務係　　　   夕張市ホームページ　https://www.city.yubari.lg.jp


